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緒 言 

 
ミヤマシジミLycaeides argyrognomon (Bergstrasser)

は，鱗翅目シジミチョウ科（Lepidoptera: Lycaenidae）
に分類される開翅長2～3cmのシジミチョウである．

翅表はオスが青紫色であるのに対してメスは茶色で

ある．長野県の伊那・諏訪地方では年 3 回，塩尻市

や北安曇地方では年 2 回発生し，静岡県などの低地

帯では，条件さえ恵まれれば年 5 回発生する（福田

ら，1984）．越冬態は卵で，幼虫は草状の落葉小低木

でマメ科のコマツナギ Indigofera pseudo-tinctoria 
Matsum.の葉を摂食する単食性である． 
 ミヤマシジミは日本では本州の特産種で，低地帯

のいたるところで生息していたが，近年は茨城，東

京，神奈川，石川では絶滅したと見られており，ま

た東北地方の生息地もわずかとなった（白水，2006）．
長野県を中心とした中部地方や関東地方では分布が

確認されているが，生息地が減少してきていること

から（高橋，2004；天野，2005），環境省のレッドデ

 

ータブックでは絶滅危惧Ⅱ類に指定されている（環

境省，2000）．また，長野県版レッドデータブックで

も準絶滅危惧に指定されているのをはじめ，13 の県

が絶滅危惧種に指定している（長野県自然保護研究

所，2004）． 
 長野県では，全県的に生息していたチョウであっ

たが，近年は松本や伊那地方の河川敷には個体群は

維持されているものの，北信地方ではほとんど見ら

れなくなった（浜ら，1996）．また，分布の南限にも

あたる静岡県などにおいても，重要な生息場所であ

る河川敷が河川改修や植生遷移によって激減してい

るのが報告されている（清，1996；高橋，2003；井

上，2005）． 
 一方現在，絶滅が危惧されているチョウの保護活

動が盛んに行われている（浜，2007）．ミヤマシジミ

と同科のオオルリシジミ本州亜種では，生態学的知

見を蓄積する中で卵寄生峰による寄生が個体群の減

少要因であることが明らかとなり，保全活動に貢献

している（江田ら，2009）．しかし，ミヤマシジミに

関しては保護活動は行われているものの（高橋，

2004），生態に関する定量的データがほとんどないの

が現状である（Omura，2009；渡邊，2006）． 
 本研究はミヤマシジミの保護活動を行う上で，そ

の基礎データとなる生態学的知見を得ることを目的

として，長野県の三峰川河川敷においてミヤマシジ

ミの季節変動と日周活動調査を行った． 
なお，この研究の一部は 2009 年度公益信託富士フ

イルム・グリーンファンドによる助成金によって実

施された． 
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写真 1 コマツナギで吸蜜しているミヤマシジミ♂ 
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材料と方法 

 

1．調査地 

 調査地はミヤマシジミ（写真 1）が生息している

長野県伊那市に位置する三峰川と天竜川との合流点

付近にある標高約 660ｍの榛原河川公園の堤防に設

定した（図 1）．堤防を降りる途中に舗装された平坦

な通路状の道が続き，その両側にミヤマシジミの食

草であるコマツナギが約 200ｍの距離にわたって存

在した．ルートは全体的に日当たりがよく，アカツ

メクサ，シロツメクサ，ヨモギ，オオキンケンギク

などが生育していた．ルート上ではミヤマシジミの

ほかにヤマトシジミ，ツバメシジミ，ウラギンシジ

ミ，ウラナミシジミなどのシジミチョウ科が確認さ

れた． 
 

2．調査方法 

季節変動 調査は設定したルートを一定速度で歩き，

左右，前方，上方約 5ｍで目撃したミヤマシジミの

個体数を記録した．2008 年の調査では雌雄別に記録

した．調査中に同定できなかったものはその場で捕

獲してミヤマシジミと確認したのち，放逐した．調

査期間は 2004 年は 5 月 11 日から 11 月 29 日まで約

1 週間に一度，計 26 回を行い，2008 年は 5 月 30 日

から 10 月 3 日まで約 5 日に一度，計 22 回行った． 
 
日周活動 ミヤマシジミの 1 日の活動状態を把握す

るため，2008年 9月 3日に日周活動の調査を行った．

調査は早朝の 6 時 5 分から夕方の 17 時 50 分までの

間，30 分ごとにルートを往復し，雌雄別に個体数，

気温および照度を記録した．往復の時間は約 15 分で

あった．気温と照度はそれぞれ CEM DT-8820 Envi- 
ronment  Meter，SANSYO SUN ILLUMINOSLX-1332
で計測した． 

 

 

 

結果と考察 

 

1．季節変動 

2004 年 2004 年におけるミヤマシジミの 26 回の調

査において合計 279 個体が確認された．1 回の調査あ

たりの個体数に換算すると 10.73 であった．発生消長

を図 2 に示した．これより，ミヤマシジミの発生個

体数は 6 月 13 日（9 個体），7 月 27 日（44 個体），9
月 9 日（13 個体）と 3 度ピークがあり，2 度目が最

も個体数が多かった．これよりミヤマシジミは三峰

川榛原河川公園では年 3 化であると推測される．浜

ら（1996）によると，長野県におけるミヤマシジミ

成虫は年 3～4 回出現することが知られており，今回

のトランセクト調査でも同様の結果が得られた． 
 

2008 年 2008 年におけるミヤマシジミの 21 回の調

査において合計 396 個体が確認された．1 回の調査あ

たりの個体数に換算すると 18.86 であった．発生消長

を雌雄別に分けて図 3 に示した．これより，5 月 30
日（18 個体），7 月 20，24 日（56 個体），9 月 2 日（26
個体）と 3 度ピークがあり，2 度目の個体数が最も 

榛原河川公園

三峰川

図 1 調査地である三峰川河川敷 
図 2 2004年におけるミヤマシジミの発生消長 

図 3 2008年におけるミヤマシジミ雌雄別の発生消長 
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多いことが明らかになった．発生消長の時期を比較

すると，2008 年は 2004 年よりもピークが早かったが，

ピーク回数は同じであった．またオスのピークは 3
回の発生時期と同時期であった（図 3）．メスのピー

クは 2 度目と 3 度目は全体のピークと同時期であっ

たが，1 度目のピークはほとんどなかった．メスの割

合は 8 月 13 日に 66.7％と高くなった． 

 

2．日周活動 

 ミヤマシジミの日周活動を雌雄別に図4に示した．

まず 6：05 の早朝から 9 個体が確認された．その後 9：
05（11 個体），12：05（12 個体），15：35（9 個体）

と活動のピークがあり，その後 17：35 まで活動が見

られた． 
 雌雄別にみるとオスは 6：05に 5個体が確認され，

9：05（10 個体），12：05（8 個体），15：35（7 個体）

と活動のピークがあった．一方，メスは 6：05 に 4
個体確認されたが，それから個体数は減少し，11：
35 と 12：05（4 個体）まで，個体数は増加しなかっ

た．午後には 14：35 と 15：05（3 個体）にピークが

あったが，その後減少した．メスについては 1 回の

観測で，5 個体以上確認される時間はなかった． 
 ミヤマシジミの日周活動と温度との関係を図 5 に

示した．9月3日の調査開始時の6：05の温度は21.5℃
であった．その後上昇していき，13：35 の 35℃が最

高気温となった．14：05 から減少して調査終了時は

25.3℃となった．温度との相関係数は，オスが-0.275，
メスが 0.165 であり有意な相関はなかった． 
 ミヤマシジミの日周活動と照度の関係を図 6 に示

した．照度は 6：05 の時に 16,200lux あり，その後

10：05 の 107,900lux まで上昇した．ところが，午後

になると 12：35 から 13：35 まで急激に減少した．

14：05 に 80,700lux となり回復した．その後は減少

を続けて，調査終了時の 17：35 には照度 600lux と

なった． 
照度が 100,000lux を超える 9：35 から 11：05 では

活動個体数は減少した．照度が急激に減少する 12：
35 から 13：35 はその直後に個体数が減少した．照

度との相関関係に関しては，オスは 0.518 で有意な

相関が認められたが（p<0.01），メスは 0.135 で有意

な相関はなかった． 
温度や照度と活動性に関して調査を行った 9 月は

3 化目が発生しており，相関係数より 3 化目のオス

は，照度が高くなるほど飛翔活動が活発になるとい

える．一方，メスは 20℃以上であれば照度と関係な

く終日飛翔していると考えられる．調査日の午後に

照度が下がったのは，曇りとなったためであるが，

ある程度の温度があれば照度と関係なく産卵活動を

行っていると推測される． 
 今後はミヤマシジミの保全していくために必要な

移動距離などの定量的データを蓄積して，ミヤマシ

ジミが生息する河川管理の方法を提言していく必要

があると考えられる． 

図 4 ミヤマシジミの雌雄別日周活動 

図 6 ミヤマシジミの日周活動と照度 

図 5 ミヤマシジミの日周活動と温度 
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摘 要 

 

環境省のレッドデータブックで絶滅危惧Ⅱ類に指

定されているミヤマシジミの生態学的知見を得るこ

とを目的として，長野県三峰川の河川敷において，

ミヤマシジミの季節変動と日周活動調査を行った．

その結果，2004 年では 26 回の調査で 276 個体が確

認され，2008 年では 21 回の調査で 396 個体が確認

された．両年の季節変動から長野県三峰川では年 3
回発生していることが明らかとなった．一方，2008
年 9 月 3 日に行った日周活動調査では終日ミヤマシ

ジミが観察された．また，温度と雌雄の活動には有

意な相関はなかったが，照度とオスの活動には相関

係数 0.518 と有意な相関が認められた． 
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